
 

自主的環境保全活動の取り組み状況 
 

 

                （事業所名）株式会社 カネカ 高砂工業所  

 １ 環境保全活動に関する方針等 

１－１ 環境保全活動に関する方針 

 

高砂工業所  環境方針 

 

 株式会社カネカは、「人と、技術の創造的融合により未来を切り拓く価値を共創し、地球環

境とゆたかな暮らしに貢献します。」を企業理念としています。 

 また、ＣＳＲ基本方針として、「安全を経営の最重要課題と位置づけ、健全かつ安全な職場

環境づくり、製品の安全性確保、地球環境の保護に取り組みます。」と定めています。 

 

高砂工業所は、これらの企業理念・基本方針に基づき、その立地が、瀬戸内海国立公園播

磨灘に面し、かつ、住宅地域に隣接していることを認識し、環境の保全と汚染の予防に努め

ます。 

 

（１） 当工業所の活動・製品及びサービスにかかわる環境影響を評価すると共に、社会的

要請を把握して、環境の保全、汚染の予防、環境への負荷低減に努めます。 

 

（２） 当工業所の活動・製品及びサービスにかかわる、法規制及び環境保全協定等を順守

します。 

 

（３） 環境目的･目標は定期的に見直し、システム及びパフォーマンスの継続的改善を図

ります。 

 

（４） 環境方針は、当工業所及び関係会社・協力会社の全社員に対して、教育、掲示等を

実施し周知徹底します。 

 

（５） この環境方針は、外部からの要求に応じて提供します。 

 

 

１－２ 環境保全活動に関する組織体制 

 

 

 

 

 

 



 

 ２ 環境保全活動の実施状況等  
 

項 目   取組結果   今後の取組計画

化学物質対策 ・大気重点６物質

の排出量削減 
・重点6物質の合計排出量は14.2ｔ
で対前年4.8ｔの減少となった。

・PRTR物質の総排出量は前年68.
9ｔに対し56.5ｔとなった。 

・大気重点6物質の排
出量削減の継続 

温室効果ガス削

減策 

・エネルギー原単

位の低減 
・省エネ活動の推進とエネルギー

管理の徹底を図った事で、エネル

ギー原単位はH2年度比86.7％と
なった。 

･エネルギー原単位

の低減をすすめる

廃棄物対策 ・最終埋立処分量

比 

 0.1％未満対発
生量 

・産業廃棄物のセメント原料や肥

料への再資源化をいっそう推進

した結果、発生量に対する最終埋

立処分量比は0.001%となりゼロ
エミッションを達成した。 

・最終埋立処分量比 
0.1％未満対発生量
の継続 

 

環境マネジメン

トシステム 

・ＣＳＲ査察 

 

・環境内部監査 

 

 

・第三者機関によ

る審査 

・10月に本社による査察を受け、
取組みが継続的に進展している

ことが確認された。 

・9,10月に全24部署を監査し、シ
ステムが適正に機能しているこ

とを確認した。 

・11月に日本化学キューエイ㈱の
審査を受け、システムが適正に機

能していることが確認された。

・ＣＳＲ査察 

 

・環境内部監査 

 

 

・第三者機関による

審査 

環境教育 ・EMS教育 

 

・防災訓練 

・ISO14001の要求内容に沿って計
画的に教育・訓練を行った。 

・12月に地震、漏洩、火災を想定
した総合防災訓練を実施した。

・EMS教育 

 

・防災訓練 

地域社会との共

生 

・森林保全活動 ・兵庫県の「企業の森づくり事業」

に参画し、多可町の山林（15ha）
を「カネカみらいの森づくり」と

題して森林整備保全活動を開始。

6月森開き、11月間伐。 

・カネカみらいの森

づくりを継続 

 


